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税
制
改
正 

政
策
要
望

一
般
財
源
総
額 

確
保
充
実
を

公 明 党公 明 党
総務部会総務部会

ヒ
ア
リ
ン
グ

【
面
談
者
】 

▽
中
川
康
洋
総
務

部
会
長
▽
古
屋
範
子
副
代
表

▽
新
妻
秀
規
参
議
院
議
員
▽

平
林
晃
総
務
部
会
副
部
会
長

▽
若
松
謙
維
税
制
調
査
会
副

会
長
▽
吉
田
久
美
子
女
性
副

委
員
長

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会

議
長
）
は
11
月
16
日
、
公
明

応
す
る
た
め
、地
方
税・地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額

の
確
保
充
実
を
図
り
、
財
源

不
足
の
補
填
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
累
増
し
な
い
よ
う
、

そ
の
発
行
を
可
能
な
限
り
縮

小
す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
本
会
で
は
、
主
権
者

教
育
を
一
層
推
進
す
る
こ
と

を
政
府
に
求
め
て
い
る
た
め
、

党
か
ら
も
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
求
め
た
。

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会

議
長
）
を
は
じ
め
正
副
会
長

は
11
月
20
日
、政
府
、与
党
要

職
ら
に
面
談
し
、
第
１
１
5

回
評
議
員
会
で
決
定
し
た
５

項
目
か
ら
な
る
決
議
に
つ
い

て
要
望
活
動
を
展
開
し
た
。

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、財
源
不

足
の
補
塡
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
累
増

し
な
い
よ
う
、
発
行

を
縮
小
す
る
よ
う
求

め
た
。
こ
の
ほ
か
、児

童
手
当
の
拡
充
な
ど
、

「
こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
加
速
化
プ
ラ
ン
」

に
示
さ
れ
て
い
る
全

国
一
律
で
行
う
施
策

の
実
施
に
必
要
な

財
源
は
、
地
方
負
担

分
も
含
め
て
国
の
責

任
に
お
い
て
確
実
に

確
保
す
る
と
と
も
に
、

地
方
が
そ
の
実
情
に
応
じ
て

行
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、

地
方
自
治
体
の
創
意
工
夫
が

生
か
せ
る
よ
う
、
長
期
的・安

定
的
な
地
方
財
源
の
確
保
・

充
実
を
図
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
地
方
議
会
の
役
割

一
般
財
源
総
額
の
確
保
充
実
を

一
般
財
源
総
額
の
確
保
充
実
を

地
方
税
・
地
方
交
付
税

本　会
正副会長

馬場総務副大臣（右から４人目）

各市議会では地元国会議員に積
極的に面談を行うなど、早急かつ
強力な要望活動が求められている。
①地方税・地方交付税等の一
般財源総額の確保充実を図る
とともに、財源不足の補填に
当たり、臨時財政対策債が累
増することがないよう、その発
行を可能な限り縮小すること。

②「こども・子育て支援加速化プ
ラン」に示されている全国一律
で行う施策の実施に必要な財
源については、地方負担分も
含めて国の責任において確実
に確保するとともに、全国一律
で行う施策に加え、地方がその
実情に応じて行うサービスの
提供などについても、地方自治
体の創意工夫が生かせるよ
う、長期的・安定的な地方財源
の確保・充実を図ること。

地元国会議員へ地元国会議員へ
働きかけを！働きかけを！

党
総
務
部
会
「
令
和
6
年
度

税
制
改
正
、
政
策
要
望
等
ヒ

ア
リ
ン
グ
」
に
出
席
し
、

▽
多
様
な
人
材
の
市
議

会
へ
の
参
画
▽
令
和
6

年
度
一
般
財
源
総
額
の

確
保
▽
固
定
資
産
税
の

取
扱
い
▽
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
の
推

進
▽
こ
ど
も
・
子
育
て

政
策
の
強
化
―
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

要
望
で
は
、
全
国
の

地
方
自
治
体
が
地
方
創

生
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
防

災
・
減
災
な
ど
の
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
に
対

等
が
地
方
自
治
法
に
明
文
化

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
十
分

に
周
知
を
図
り
、
主
権
者
教

育
の
一
層
の
推
進
を
求
め
た

（
写
真
は
２
面
に
も
掲
載
、要

望
書
は
本
会
ウ
ェ
ブ
）。

•
•
 •

 •
 •

 •
•

【要望参加者】
▽会長＝坊恭寿（神戸市）
▽副会長＝畑中優周（釧路
市）、大峯英之（いわき市）、
大津亮一（水戸市）、南澤幸
美（桑名市）、西田雄一（養
父市）、白石義人（高松市）

【要望先】
▽馬場成志総務副大臣▽
石川昭政内閣府副大臣（デ
ジタル田園都市国家構想担
当）▽古賀友一郎内閣府大
臣政務官（地方創生担当）
▽根本幸典自由民主党総務
部会長▽橘慶一郎同党総
務部会地方議会の課題に関
するＰＴ幹事長▽あかま二
郎同党総務部会地方議会の
課題に関するＰＴ事務局長

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp/request/request-naccc/r05/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-naccc/r05/index.html
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石川内閣府副大臣（右から４人目）

根本自民党総務部会長（右から４人目）

古賀内閣府大臣政務官（右から４人目）

橘自民党地方議会PT幹事長（右から4人目）

あかま自民党地方議会PT事務局長（左から3人目）

鈴木副委員長
（八王子市）

川村副委員長
（宿毛市）

国
会
対
策
委
員
会
は
11
月

15
日
、
第
１
４
7
回
委
員
会

を
開
催
し
た
。

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
正
副
委

古内委員長
（相模原市）

長
に
古
内
明
相
模
原
市
議
会

議
長
、
副
委
員
長
に
鈴
木
玲

央
八
王
子
市
議
会
議
長
、
川

村
三
千
代
宿
毛
市
議
会
議
長

を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

協
議
で
は
、
▽
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

▽
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
展
望
し

た
地
方
行
財
政
の
充
実
―
な

ど
評
議
員
会
の
会
長
提
出
決

議
5
項
目
か
ら
な
る
要
望
書

を
決
定
し
た
。

当
日
は
総
務
省
の
濱
田
厚

史
大
臣
官
房
審
議
官（
財
政

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
菊
地
忍
名
取
市
議
会
議

長
）は
11
月
10
日
、第
１
６
６

回
地
方
行
政
委
員
会
を
開
催
。

多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の

参
画
を
促
す
環
境
整
備
や
地

方
創
生
の
推
進
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
地
方
創
生

の
推
進
▽
政
治
分
野
に
お
け

国
会
対
策
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会

第　　回147147

地
方
行
政
委
員
会

地
方
行
政
委
員
会

第　　回166166

員
長
の
選
任
を
行
い
、
委
員

本
会
の
各
委
員
会
は
、令
和
6
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び

税
制
改
正
の
本
格
化
を
前
に
、相
次
い
で
委
員
会
を
開
催
し

た
。各
委
員
会
で
は
、
所
管
事
項
や
本
会
の
重
点
要
望
事
項

な
ど
に
関
す
る
要
望
書
を
決
定
。政
府・
与
党
、地
元
選
出
国

会
議
員
へ
要
望
活
動
を
展
開
し
た（
要
望
書
は
本
会
ウ
ェ
ブ
）。

６
年
度
予
算
編
成
を
控
え

各
委
員
会

各
委
員
会  

要
望
活
動
を
展
開

要
望
活
動
を
展
開

制
度・財
務
担
当
）か
ら
「
地

方
財
政
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
」に
つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員

長
及
び
各
委
員
は
与
党
幹
部

に
対
し
て
要
望
活
動
を
展
開

し
た（
要
望
参
加
者・
要
望
先

は
３
面
）。 

根本幸典自民党総務部会長（中央） 

正副会長による要望活動（令和５年１１月２０日）正副会長による要望活動（令和５年１１月２０日）

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/index.html
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る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
―

な
ど
12
項
目
を
求
め
る
委
員

会
所
管
の
要
望
に
加
え
、
評

議
員
会
で
採
択
さ
れ
た
「
多

様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参

画
促
進
に
関
す
る
決
議
」
な

ど
会
長
提
出
決
議
４
項
目
か

ら
成
る
。
特
に
、「
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

に
関
す
る
決
議
」
で
は
、
地

方
議
会
の
役
割
や
議
員
の
職

菊地委員長
（名取市）

務
等
が
地
方
自
治
法
に
明
文

化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
十

分
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

主
権
者
教
育
の
一
層
の
推
進

を
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
員
が
立
候
補

し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
し

て
、
立
候
補
に
伴
う
休
暇
制

度
や
議
員
活
動
の
た
め
の
休

暇・休
職
、任
期
満
了
後
の
復

職
な
ど
に
つ
い
て
事
業
主
の

理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
と

と
も
に
、
労
働
法
制
の
見
直

し
を
求
め
て
い
る
。

当
日
は
ま
た
、
総
務
省
消

防
庁
総
務
課
の
小
林
亮
介
理

事
官
が
「
消
防
行
政
の
現
状

と
課
題
」
と
題
す
る
説

明
を
行
っ
た
。

委
員
会
終
了
後
、
菊

地
委
員
長
、
吉
村
浩
平

副
委
員
長
（
中
津
川
市

議
会
議
長
）、
山
根
巌

副
委
員
長
（
鳴
門
市
議

会
議
長
）
は
関
係
国
会

議
員
へ
要
望
活
動
を
実

施
。
山
本
博
司
参
議

院
総
務
委
員
会
理
事
・

公
明
党
総
務
部
会
長
代

理
に
要
望
書
を
手
交
の

上
、
面
談
要
望
を
行
っ

た
。

山本参議院総務委員会理事（右から２人目）

国会対策委員会国会対策委員会【要望参加者】委員長＝古内明(相模原市)、副委員長＝鈴木玲央(八王子市) 、川村三千代(宿毛市)、委
員＝本田加津子(歌志内市) 、小林時夫(喜多方市) 、中山眞二(燕市)、横山育男(足利市)、(副)小林克行(安中市)、近藤喜
典(豊橋市)、品川幸久(伊勢市)、河内徹(松原市)、藤間義明(江津市)、花牟礼薫(鹿屋市)【要望先】写真上から森山𥙿自
民党総務会長（右から7人目）、萩生田光一同党政調会長（右から6人目）、稲田朋美同党幹事長代理（右から７人目）
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岸委員長（茅ヶ崎市）

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
岸
正
明
茅
ヶ
崎
市
議
会

議
長
）
は
11
月
16
日
、
第

１
６
２
回
委
員
会
を
開
催
。

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
を
確
保
・
充

実
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を

決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
地
方
税
財

政
▽
地
方
債
計
画
▽
地
方
公

営
企
業
▽
国
庫
補
助
負
担
金

―
に
つ
い
て
の
４
項
目
に
加

え
、
評
議
員
会
で
採
択
さ
れ

た
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
展
望

し
た
地
方
行
財
政
の
充
実
に

関
す
る
決
議
」
な
ど
会
長
提

出
決
議
４
項
目
か
ら
成
る
。

特
に
地
方
税
財
政
に
つ
い

て
は
、地
方
税・地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保

充
実
と
と
も
に
、
財
源
不
足

の
補
塡
に
つ
い
て
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
に
あ
た
っ
て

西田副会長（養父市）

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員

長
＝
上
羽
和
幸
舞
鶴
市
議
会

議
長
）
は
11
月
10
日
、
第

１
７
８
回
委
員
会
を
開
催
。

医
師
不
足
・
偏
在
対
策

な
ど
を
求
め
る
要
望
書

を
決
定
し
た
。

上羽委員長
（舞鶴市）

白石副会長
（高松市）

要
望
書
は
、
▽
地
域
医
療

施
策
▽
保
健
衛
生
施
策
等
▽

少
子
化
対
策
等
―
な
ど
に
つ

い
て
の
９
項
目
に
加
え
、
評

議
員
会
で
採
択
さ
れ
た
会
長

提
出
決
議
４
項
目
か
ら
成
る
。

地
域
医
療
施
策
の
項
目
で

は
、
医
師
不
足
・
偏
在
対
策

等
に
つ
い
て
、「
医
師
偏
在

対
策
の
取
組
を
強
化
し
つ
つ
、

医
師
の
地
域
偏
在
を
抜
本
的

に
解
消
す
る
仕
組
み
の
早
急

な
確
立
」「
女
性
医
師
が
更

に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
子

育
て
支
援
、
勤
務
体
制
の
整

備
、
復
職
支
援
の
充
実
を
図

り
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
」
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

保
健
衛
生
施
策
等
に
つ
い

て
は
、
帯
状
疱
疹
対
策
、
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
（
15
～
30
歳
代
）

の
女
性
へ
の
健
康
支
援
制
度

の
創
設
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

少
子
化
対
策
等
で
は
、
子

は
可
能
な
限
り
縮
小
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見

直
し
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ

と
に
加
え
、
償
却
資
産
に
係

る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

の
期
限
到
来
を
も
っ
て
の
確

実
な
終
了
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
協
議
に
先
立
ち
、

岸
委
員
長
、
西
田
雄
一
副
会

長
（
養
父
市
議
会
議
長
）
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
ほ
か
、

総
務
省
自
治
税
務
局
の
山
口

最
丈
企
画
課
長
が
「
当
面
の

地
方
税
制
の
課
題
」、
同
省

自
治
財
政
局
の
新
田
一
郎
財

政
課
長
が
「
令
和
６
年
度
に

向
け
た
地
方
財
政
の
課
題
」

と
題
す
る
説
明
を
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
た
。

委
員
会
終
了
後
、
岸
委
員

長
、鈴
木
弘
睦
副
委
員
長（
袋

井
市
議
会
議
長
）、花
牟
礼
薫

副
委
員
長
（
鹿
屋
市
議
会
議

長
）
は
総
務
省
へ
要
望
活
動

を
実
施
。
内
藤
尚
志
総
務
事

務
次
官
に
要
望
書
を
手
交
の

上
、
面
談
要
望
を
行
っ
た
。

工藤内閣府副大臣（右から２人目）

田畑衆議院厚生労働委員長（右から２人目）

宮内衆議院文部科学委員会委員（左から２人目）

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会

第　　回162162
地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会

第　　回162162

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

第　　回178178内藤総務事務次官（右から２人目）
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ど
も
・
子
育
て
施
策
等
に
つ

い
て
、「
保
育
所
等
の
職
員

配
置
基
準
の
改
善
や
職
員
の

加
配
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
、

職
員
の
処
遇
改
善
に
必
要
な

予
算
の
確
保
」「
保
育
従
事
者

の
更
な
る
基
本
賃
金
の
ベ
ー

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
＝
細
井
英
輔
吉
野
川
市
議

会
議
長
）
は
11
月
17
日
、
第

１
７
８
回
委
員
会
を
開
催
。

農
林
水
産
業
の
経
営
支
援
対

策
の
充
実
強
化
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
決
定
し
た
。

協
議
に
先
立
ち
、
加
賀
市

議
会
の
議
長
交
代
に
伴
い
欠

員
と
な
っ
て
い
た
副
委
員
長

に
今
津
和
喜
夫
同
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
農
林
水
産

業
共
通
対
策
▽
農
業
振
興
対

策
▽
林
業
振
興
対
策
▽
水
産

業
振
興
対
策
▽
中
小
企
業
振

興
対
策
等
―
の
７
項
目
に
加

え
、
評
議
員
会
で
採
択
さ
れ

た
会
長
提
出
決
議
３
項
目
か

ら
成
る
。

農
林
水
産
業
共
通
対
策
に

つ
い
て
は
、
農
林
水
産
事
業

者
が
資
金
繰
り
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
一
層
の
支
援

を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
燃
料

価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て
補

填
の
対
象
の
拡
充
を
要
望
し

て
い
る
。
併
せ
て
、
農
林
水

野中衆議院農林水産委員長（右から２人目）

ス
ア
ッ
プ
」
な
ど
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

「
所
得
制
限
や
自
己
負
担
の

な
い
全
国
一
律
の
制
度
の
早

期
創
設
」
を
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
つ
い
て
、「「
こ
ど

も
大
綱
」
に
お
け
る
各
種
支

援
等
に
つ
い
て
必
要
な
支
援

の
加
速・充
実
」な
ど
を
求
め

て
い
る
。

ま
た
、協
議
に
先
立
ち
、上

羽
委
員
長
、
白
石
義
人
副
会

長
（
高
松
市
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
ほ
か
、
厚
生
労

働
省
大
臣
官
房
の
森
真
弘
会

計
課
長
が
「
令
和
６
年
度
予

算
概
算
要
求
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
」、
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局
の
堀
野
晶
三

初
等
中
等
教
育
企
画
課
長
が

「
初
等
中
等
教
育
施
策
の
動

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
上
羽
委

員
長
、横
山
真
副
委
員
長（
諏

訪
市
）、神
谷
建
一
副
委
員
長

（
宗
像
市
）
は
政
府
、
関
係

国
会
議
員
へ
要
望
活
動
を
実

施
。
工
藤
彰
三
内
閣
府
副
大

臣
、
田
畑
裕
明
衆
議
院
厚
生

労
働
委
員
長
、
宮
内
秀
樹
衆

議
院
文
部
科
学
委
員
会
委
員

に
要
望
書
を
手
交
の
上
、
面

談
要
望
を
行
っ
た
。

産
物
・
食
品
の
輸
出
５
兆
円

目
標
の
実
現
に
向
け
、
輸
出

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
林
水

産
事
業
者
を
後
押
し
し
、
関

係
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
て
い

る
。ま

た
、
農
業
振
興
対
策
と

し
て
、畜
産・酪
農
等
の
経
営

安
定
対
策
の

充
実
強
化
に

つ
い
て
、
畜

産
・
酪
農
に

関
す
る
生
産

資
材
の
適
正

価
格
維
持
と

安
定
供
給
及

び
国
産
飼
料

の
自
給
率
向

上
の
た
め
の

基
盤
整
備
等

さ
ら
な
る
支

援
策
を
求
め

て
い
る
。

会
議
で
は
、
細
井
委
員

長
、
大
峯
英
之
副
会
長
（
い

わ
き
市
議
会
議
長
）
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
ほ
か
、
経

済
産
業
省
中
小
企
業
庁
長
官

官
房
の
宮
本
岩
男
総
務
課
長

が
「
中
小
企
業
行
政
の
最
近

の
動
向
」、 

農
林
水
産
省
経

営
局
の
日
向
彰
経
営
政
策
課

長
が
「
地
域
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。11
月は神奈川県川崎市議会が取り組む「新し
い議場で市⺠に⾝近な開かれた議会を目
指して」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革
の取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 神奈川県川崎市

•
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•
•
•
•
•
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•
•
•
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れ
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
細
井
委

員
長
、
今
津
副
委
員
長
、
吉

和
宏
副
委
員
長
（
尾
道
市
）

は
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
活

動
を
実
施
。
野
中
厚
衆
議
院

農
林
水
産
委
員
長
、
細
田
健

一
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会

理
事
に
要
望
書
を
手
交
の
上
、

面
談
要
望
を
行
っ
た
。

細井委員長
（吉野川市）

大峯副会長
（いわき市）

細田衆議院農林水産委員会理事（右から２人目）

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

第　　回178178

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
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空
き
家
・
空
き
地
問
題
特
別
委
員
会

空
き
家
・
空
き
地
問
題
特
別
委
員
会

岡本委員長（三原市）北村上智大教授

小森加賀市企画官鏡かみのやまランドバンク副
理事長・上山市副主幹兼係長

令
和
５
年
度「
空
き
家・空

き
地
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」は
11
月
２
日
、有
識
者

等
と
の
意
見
交
換
会
（
第
2

回
委
員
会
）
を
開
催
。
来
年

2
月
予
定
の
国
へ
の
要
望
・

提
言
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
、

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
北
村
喜
宣
上

智
大
学
法
学
部
教
授
が
「
縮

小
社
会
に
お
け
る
地
域
空
間

管
理
法
政
策
の
動
向
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

北
村
教
授
は
、
こ
れ
ま
で

の
土
地
や
建
物
に
関
す
る
法

律
は
不
動
産
の
適
正
利
用
に

向
け
、
土
地
・
建
物
を
乱
開

発
な
ど
か
ら
守
る
「
過
剰
利

用
の
抑
制
」
を
観
点
に
整
備

さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
土

地
・
建
物
が
放
置
さ
れ
る
状

況
を
是
正
す
る
た
め
、「
過
少

利
用
の
引
上
げ
」
と
い
う
逆

方
向
の
法
政
策
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
説
明
。
そ
の
上
で
、

今
後
は
共
有
や
区
分
所
有
の

物
件
な
ど
現
状
変
更
に
合
意

形
成
が
必
要
な
不
動
産
問
題

に
取
り
組
む
必
要
性
が
増
し
、

引
き
上
げ
る
法
政
策
と
し
て

今
後
多
く
の
措
置
が
な
さ
れ

る
の
で
は
と
語
っ
た
。

ま
た
、
過
少
利
用
の
引
上

げ
に
向
け
た
近
年
の
法
律
の

制
定
・
改
正
の
動
き
※
を
説

明
し
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い

て
、▽
「
所
有
」
よ
り
も
「
利

用
」
の
さ
れ
方
が
問
題
▽
物

件
を
「
放
置
す
る
権
利
」「
何

も
し
な
い
自
由
」
の
制
約
▽

放
置
さ
れ
危
険
な
状
態
の
物

件
へ
の
強
制
的
な
危
険
の
除

去
▽
管
理
を
第
三
者
や
行
政

に
移
行
す
る
「
担
い
手
の
多

様
化
」
―
を
挙
げ
た
。

北
村
教
授
は
最
後
に
、
空

き
家
・
空
き
地
問
題
を
考
え

る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

の
で
放
置
し
て
い
る
」
所
有

者
へ
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

か
が
重
要
と
強
調
。
他
に
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
▽

都
道
府
県
単
位
で
の
相
談
体

制
の
整
備
▽
行
政
は
管
理
不

全
状
態
に
な
っ
て
か
ら
動
く

か
、
そ
の
兆
候
が
あ
る
と
き

に
動
く
か
▽
複
数
市
町
村
に

よ
る
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
必
要
性
▽
所
有
者
責

任
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
理

由
と
し
た
対
応
の
手
控
え
に

よ
る
放
置
が
引
き
起
こ
す
状

態
の
更
な
る
悪
化
と
責
任
問

題
▽
行
政
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
と
連
携
し
た
持
続
可
能
な

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
空
き
家
・
空
き
地

問
題
の
解
決
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
北
村
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
加
賀
市
建
設
部

建
築
課
の
小
森
雅
之
企
画
官

と
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
の

や
ま
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
副
理
事

長・上
山
市
建
設
課
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
副
主
幹

兼
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
係
長
の
鏡
昌
博
氏
を
招
い

て
事
例
発
表
と
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

小
森
企
画
官
は
、
加
賀
市

の
空
き
家
等
の
現
状
に
つ
い

て
、
市
域
全
体
に
分
布
す
る

空
き
家
と
、
市
内
の
温
泉
地

に
所
在
す
る
廃
業
旅
館
と
い

う
２
つ
の
問
題
を
解
説
し
た
。

空
き
家
に
つ
い
て
、
加
賀

市
は
平
成
28
年
に
「
加
賀
市

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
条
例
」
を
施
行
し
、
実

態
調
査
を
実
施
。
特
定
空
家

等
に
認
定
さ
れ
た
10
件
に
つ

い
て
積
極
的
に
行
政
代
執
行

を
行
う
方
針
で
対
応
を
始
め

た
。
現
在
で
は
当
時
認
定
さ

れ
た
全
て
の
特
定
空
家
等
に

対
し
て
処
分
・
処
理
が
完
了

し
て
い
る
と
い
う
。

廃
業
旅
館
に
つ
い
て
は
、

現
在
市
内
に
９
軒
あ
り
、
ま

た
６
軒
の
休
業
旅
館
が
所
在

し
て
い
る
が
、
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
建
物
は
少
数
だ

と
い
う
。
管
理
不
全
の
廃

業・休
業
旅
館
は
通
行
人・近

隣
住
民
へ
の
危
険
だ
け
で
な

く
、
不
審
者
の
侵
入
や
景
観

の
悪
化
に
よ
る
温
泉
街
の
イ

メ
ー
ジ
低
下
な
ど
地
域
問
題

に
発
展
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

加
賀
市
で
は
、
危
険
な
管

理
不
全
旅
館
の
解
体
を
進
め

る
方
向
で
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
既
に
２
軒
の
旅
館
を
解

体
し
て
い
る
が
、
国
の
補
助

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
跡

地
利
用
の
整
備
に
か
か
る
費

用
を
含
め
る
と
数
億
円
の
予

算
が
必
要
と
い
う
。
事
例
と

し
て
、
山
代
温
泉
「
松
籟

荘
」
を
解
体
し
た
跡
地
に
民

間
資
本
等
を
活
用
し
な
が
ら

整
備
さ
れ
た
「
山
代
ス
マ
ー

ト
パ
ー
ク
」
を
紹
介
し
た
。

小
森
企
画
官
は
今
後
の
課

題
と
し
て
▽
増
え
続
け
る
空

き
家
等
へ
の
対
応
▽
空
き
家

の
利
活
用
の
検
討
▽
人
口
減

少
対
策
、
移
住
定
住
施
策
と

の
共
同
体
制
の
強
化
▽
廃
業

旅
館
へ
の
対
応
▽
空
き
家
担

当
の
人
員
増
な
ど
自
治
体
の

取
組
体
制
の
構
築
―
を
挙

げ
、「
空
き
家
を
壊
す
前
に
何

と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
位

置
付
け
や
周
知
が
大
事
。
定

体
制
づ
く
り
―
を
挙
げ
た
。

適正利用

過剰利用の抑制（下向き）

過少利用の引上げ（上向き）

これまで

これから

経済高成長下の乱開発を抑える

空き家・空き地等の利用を促進

小
森
加
賀
市
企
画
官

小
森
加
賀
市
企
画
官  

説
明
説
明

図　土地や建物に関する法律の考え方

※空家等対策の推進に関す
る特別措置法（平成26年）、
所有者不明土地の利用の
円滑化等に関する特別措
置法（30年）、森林経営管
理法（同年）の成立、土地
基本法の改正（令和２年）、
民法改正（同年）
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
19
万
２
４
０
８
人

（
令
和
５
年
11
月
１
日
）

▽
面
積　
１
５
９・82
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
中
世
、
熊

谷
次
郎
直
実
な
ど
、
武
蔵
武

士
の
根
拠
地
が
形
成
さ
れ
た

熊
谷
は
、
江
戸
時
代
に
は
中

山
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
明

治
16
年
に
は
、
上
野
・
東
京

間
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
な

ど
、
現
在
の
街
の
原
形
が
形

成
さ
れ
た
。
昭
和
８
年
の
市

制
施
行
後
も
発
展
を
遂
げ
た

が
、
昭
和
20
年
、
終
戦
前
夜

に
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
は

大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
戦

後
す
ぐ
に
復
興
に
乗
り
出
し
、

近
代
的
な
街
づ
く
り
を
行
い
、

昭
和
、
平
成
の
大
合
併
を
経

て
、
令
和
と
な
っ
た
現
在
も

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

▽
市
章
・
シ
ン
ボ
ル　
市
章

は
、
熊
谷
の
名
を
円
形
に
図

案
化
。
上
部
右
が
「
ク
」
を
、

同
左
が
「
マ
」
を
、
全
体

で
「
谷
」
を
表
わ
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

30
人
（
現

在・男
性
25
人
、
女
性
５
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
。
立
候
補
37
人
。
投

票
率
40・68
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
令
和

２
年
９
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
議
員
に
貸
与
し
、
議

会
の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
推
進
し
た
。
本
年
度

に
は
執
行
部
側
の
端
末
配
備

も
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本

会
議
・
委
員
会
等
で
の
更
な

る
活
用
な
ど
、議
案
審
議
、議

会
運
営
の
充
実
を
目
指
し
て

い
る
。

熊谷ラグビー場（写真提供＝熊谷市）

『
東
の
熊
谷
』
と
称
さ
れ
る

国
内
屈
指
の
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー

場
は
、
ど
の
席
か
ら
も
ピ
ッ

チ
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、

リ
ー
グ
ワ
ン
の
チ
ー
ム
の
本

拠
地
と
し
て
、ま
た
、高
校
生

の
全
国
大
会
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

世
代
の
ゲ
ー
ム
の
会
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に

隣
接
す
る
、「
食
べ
る
」「
泊

ま
る
」「
交
流
す
る
」
多
機
能

施
設
で
あ
る
『
さ
く
ら
オ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ト
』
は
、
ラ
グ

ビ
ー
文
化
の
発
信
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で
40

分
弱
、
在
来
線
で
も
60
分

台
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
が
融

合
す
る
都
市
熊
谷
へ
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

熊

谷

市

部
会
長
市
紹
介

第10回第10回

須
す

永
なが

宣
よし

延
のぶ

議長

住
・
移
住
施
策
に
空
き
家
を

利
活
用
で
き
る
よ
う
な
政
策

鏡
氏
は
、「
か
み
の
や
ま
ラ

ン
ド
バ
ン
ク
」
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

上
山
市
は
令
和
元
年
に
、

国
内
で
唯
一
の
不
動
産
学
部

を
有
す
る
明
海
大
学
や
、
県

の
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、

司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
な
ど
と
共
同
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
か
み
の
や
ま
ラ
ン
ド

バ
ン
ク
を
設
立
し
た
。

か
み
の
や
ま
ラ
ン
ド
バ
ン

ク
で
は
、
連
な
っ
た
空
き

家
・
空
き
地
等
を
一
体
的
に

ま
と
め
て
再
開
発
す
る
小
規

模
連
鎖
型
区
画
再
編
事
業
に

加
え
、
時
間
を
要
す
る
再
編 廃墟になった旅館「松籟荘」

成
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
の

暫
定
利
用
と
し
て
▽
広
場
整

備
▽
観
光
資
源
保
存
▽
空
き

家
再
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

―
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
空
き
家
再
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
が
好
調
で
、
洗

練
さ
れ
た
カ
フ
ェ
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
で
き
る
な
ど
賑
わ

い
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。
鏡
氏
は
好
調
の
理
由
と

し
て
、
①
か
み
の
や
ま
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
と
上
山
市
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
と
の

連
携
②
物
件
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
不
動
産
業
者
、
空
き
家

再
生
の
費
用
や
建
築
基
準
法

に
詳
し
い
建
築
士
、
補
助
金

と
共
同
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

交
付
や
情
報
提
供
を
行
う
行

政
の
三
者
の
連
携
③
ラ
ン
ド

バ
ン
ク
会
員
業
者
の
ス
ト
ッ

ク
物
件
や
空
き
家
バ
ン
ク
・

住
み
替
え
バ
ン
ク
の
登
録
物

件
、
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
が
借
り

上
げ
、
会
員
が
取
得
し
た
物

件
と
開
業
希
望
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
―
の
３
点
を
挙
げ
た
。

鏡
氏
は
ま
と
め
と
し
て
、

か
み
の
や
ま
ラ
ン
ド
バ
ン
ク

理
事
長
（
宅
建
協
会
）
と
市

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
室
が
連
携
し
て
開
業
希
望

者
へ
物
件
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
体
制
が
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事

業
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
と
し
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
室
と
商
工
課

や
観
光
課
と
連
携
し
て
事
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
市

の
体
制
も
推
進
力
に
な
っ
て

い
る
と
語
っ
た
。

上山市の空き家をリノベーションした
「本とカレー喫茶 ぺネタ」

©2023 Google©2023 Google

鏡
上
山
市
副
主
幹

鏡
上
山
市
副
主
幹  

説
明
説
明 ©2023 Google©2023 Google

松籟荘跡地の「山代スマートパーク」
©2023 Google©2023 Google
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議
員
連
盟
（
会
長
＝
森
英
介

衆
議
院
議
員
）
総
会
に
出
席

し
、
自
治
体
病
院
の
経
営
基

盤
安
定
な
ど
に
つ
い
て
要
望

し
た
。

山
田
会
長
は
発
言
冒
頭
、

先
頃
逝
去
さ
れ
た
津
島
雄
二

自
治
体
病
院
議
員

連
盟
顧
問
、
細
田

博
之
自
治
体
病
院

議
員
連
盟
顧
問
へ

追
悼
の
意
を
表
し

た
後
、
①
地
域
医

療
の
確
保
や
経
営

基
盤
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
財
政

措
置
②
地
方
に
お

け
る
医
師
不
足
・

偏
在
の
早
期
解
消

③
地
域
医
療
構
想

―
に
つ
い
て
の
３

点
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
は

▽
不
採
算
医
療
に

対
す
る
財
政
措
置

の
さ
ら
な
る
拡
充

▽
自
治
体
病
院
建

築
単
価
の
上
限
見

直
し
な
ど
十
分
な

財
政
措
置
▽
病
院

事
業
に
係
る
地
方

田畑衆議院厚生労働委員長（左から6人目）

談
を
行
っ
た
。

【
要
望
先
】

田
畑
裕
明
衆
議
院
厚
生
労

働
委
員
長
、
金
子
恭
之
自
由

民
主
党
組
織
運
動
本
部
長
、

東
国
幹
同
党
厚
生
関
係
団
体

委
員
会
副
委
員
長

金子自民党組織運動本部長（左から6人目）

東自民党厚生関係団体委員会副委員長（右から5人目）

病
院
協
の
正
副
会
長
・
監

事・相
談
役
は
、
同
日
、
関
係

国
会
議
員
に
対
し
要
望
活
動

を
実
施
。「
自
治
体
病
院
に
関

す
る
要
望
」
を
手
交
し
、
面

奥野信亮議連幹事長（中央）

三ッ林裕巳議連事務局長（右）

森英介議連会長（中央）

谷公一議連幹事長代行（中央）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
の
山
田
典
幸

会
長
（
名
寄
市
議
会
議
長
）

は
11
月
16
日
、
高
誠
会
長
代

理・副
会
長（
金
沢
市
議
会
議

長
）
と
と
も
に
自
治
体
病
院

交
付
税
措
置
の
拡
充
―
を
求

め
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
医
師
確

保
へ
の
国
に
よ
る
対
策
の
着

実
な
推
進
及
び
実
効
性
・
即

効
性
の
あ
る
措
置
と
と
も
に
、

現
行
の
医
学
部
の
臨
時
定
員

増
の
継
続
を
求
め
た
。

③
に
つ
い
て
は
、公
立・公

的
医
療
機
関
等
の
見
直
し
に

つ
い
て
拙
速
な
期
限
設
定
を

行
う
こ
と
な
く
、
個
別
事
情

に
即
し
た
各
地
域
の
調
整
会

議
の
結
論
を
尊
重
し
、
取
り

組
み
の
際
に
生
じ
る
課
題
等

を
解
決
す
る
た
め
更
な
る
支

援
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
た
。

自
治
体
病
院
議
連
総
会・病
院
協
要
望
活
動

自
治
体
病
院
議
連
総
会・病
院
協
要
望
活
動

経
営
基
盤
安
定
化
を
要
望

要
望
活
動

要
望
活
動


